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次世代ＩＰネットワーク（ＮＧＮ）の実現→ユビキタスネットワーク社会を早期実現

IP化の進展への取り組み状況

○ 技術革新やブロードバンドネットワークの進展に伴い、ＩＰ系サービスも急速な勢いで伸長

（例：ＩＰ電話サービス、法人向けＩＰサービス（IP-VPN等））

○ これに呼応し、電気通信事業者も通信インフラのＩＰ化移行に向けた方針を明示

○ 諸外国においてもＩＰ化の動きが活発化

（例：英国ＢＴの電話網のＩＰ化計画の発表、ＮＧＮ標準化の議論 等）

○ 技術革新やブロードバンドネットワークの進展に伴い、ＩＰ系サービスも急速な勢いで伸長

（例：ＩＰ電話サービス、法人向けＩＰサービス（IP-VPN等））

○ これに呼応し、電気通信事業者も通信インフラのＩＰ化移行に向けた方針を明示

○ 諸外国においてもＩＰ化の動きが活発化

（例：英国ＢＴの電話網のＩＰ化計画の発表、ＮＧＮ標準化の議論 等）

○現在の電話網がＩＰネット
ワークに置き換わった状況下
でも
① 安全性・信頼性や相互接続
性が確保され、
② 安心で便利なサービスが提

供されることが必要

○現在の電話網がＩＰネット
ワークに置き換わった状況下
でも
① 安全性・信頼性や相互接続
性が確保され、
② 安心で便利なサービスが提

供されることが必要

○ＩＰネットワークへの移行を円滑に推進する上では
① オールＩＰ化への実現ステップを明確にし、
② 関係者が共通の理解をもつことが重要

【具体的施策】
• ＩＰ化に向けて、関係者間の意見・要望を吸い上げ、円滑な移行を確保するた
めの議論の場の設置

• 2005年度中にＩＰネットワーク上での多様なサービス実現のための相互接続
の実証実験の推進体制の立上げ

• ＩＰ化の進展に対応した接続ルール（2007年度まで）
• 技術面でのルール（2007年まで）の見直し
• 我が国発の技術が反映されるよう国際標準化活動の強化
• 次世代ＩＰネットワークの研究開発の推進

○ＩＰネットワークへの移行を円滑に推進する上では
① オールＩＰ化への実現ステップを明確にし、
② 関係者が共通の理解をもつことが重要

【具体的施策】
• ＩＰ化に向けて、関係者間の意見・要望を吸い上げ、円滑な移行を確保するた
めの議論の場の設置

• 2005年度中にＩＰネットワーク上での多様なサービス実現のための相互接続
の実証実験の推進体制の立上げ

• ＩＰ化の進展に対応した接続ルール（2007年度まで）
• 技術面でのルール（2007年まで）の見直し
• 我が国発の技術が反映されるよう国際標準化活動の強化
• 次世代ＩＰネットワークの研究開発の推進

最近の状況最近の状況

課題の抽出・解決課題の抽出・解決 実現方策の提示実現方策の提示

目標：２０１０年には世界最先端のＩＣＴ国家として先導目標：２０１０年には世界最先端のＩＣＴ国家として先導
→→ 通信ネットワークのオールＩＰ化に向けた対応が急務通信ネットワークのオールＩＰ化に向けた対応が急務

NGN: Next Generation Network

情報通信審議会 情報通信技術分科会 ＩＰネットワーク設備委員会
情報通信審議会諮問第２０２０号「ネットワークのＩＰ化に対応した電気通信設備に係る技術的条件」について、調査検討 （平成１７年１０月３１日 諮問）

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム
産官学の連携のもと、事業者、ベンダー、学識経験者等が結集し、相互接続試験・実証実験を総合的に実施するとともに、研究開発・標準化等を戦略的に推
進 （平成１７年１２月１６日 設立）

次世代ＩＰインフラ研究会 第三次報告書（平１７．８．１１）の概要
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ネットワークのＩＰ化の実現に向けた課題

○次世代ＩＰネットワークへの円滑な移行を確保するためには、移行後も現
行のサービス・機能をどこまで確保すべきか、各サービスの品質はどうあ
るべきか等についての検討が不可欠。

○次に、ＩＰネットワークが基本的にはオープンなネットワーク構成を基盤
としている点等を踏まえると、安全性・信頼性をいかに確保するかについ
ても十分な検討が必要。

○さらに、次世代ＩＰネットワークの網構成は従来と根本から異なることか
ら、ネットワークから端末までのエンド・トゥ・エンドでの相互接続性・
運用性の確保も重要な検討課題。

ＩＰネットワークでは、ネットワークと端末が連携して
様々な機能が実現されることから、

ネットワーク側のみならず、端末側の技術的検討も重要

ＩＰネットワークでは、ネットワークと端末が連携してＩＰネットワークでは、ネットワークと端末が連携して
様々な機能が実現されることから、様々な機能が実現されることから、

ネットワーク側のみならず、端末側の技術的検討も重要ネットワーク側のみならず、端末側の技術的検討も重要

次世代ＩＰインフラ研究会 第三次報告書（平成１７年８月１１日）



3
「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」

森川 博之 構成員の資料より

ＩＰ化が進展したネットワークの特徴
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ＩＰ化の進展に対応した端末の技術的課題

既存アナログ既存アナログ

電話網電話網

… …

２００５年

ＩＰ化の進展

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網

… …

…ＩＰ端末

ＩＰ端末

光アク セスなど

ルーター

アナログ電話

交換機

ＩＰネットワーク 次世代ＩＰネットワークの基本的な要求条件

① 多種多様なアプリケーションの提供
② エンド・トゥ・エンドでの一定の品質の確保
③ 安全性・信頼性の確保
④ 多様なネットワーク／端末間の
相互接続性・運用性の確保

⑤ 固定網・移動網の融合への対応
⑥ アプリケーションの拡張性を許容する
基盤の構築

⑦ 既存ネットワークからの円滑な移行の確保

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網 ＩＰ網ＩＰ網

ＩＰ網

音声

映像

データ

同一端末で
様々なネットワークに接続

ＩＰ網ＩＰ網

送信データの
優先度や帯域を調整

同一端末で様々なサービスを利用

「次世代ＩＰインフラ研究会第三次報告書」 より

不正パケット
ファイア
ウォール

通信品質の確保
○エンド・トゥ・エンドでの品質の確保
○重要通信の確保／輻輳対策

通信品質の確保
○エンド・トゥ・エンドでの品質の確保
○重要通信の確保／輻輳対策

端末とネットワークの接続性/運用性の
確保
○ソフトウェア等の活用を踏まえた端末機能
の対応

○多様化するネットワークとの接続性の確保

端末とネットワークの接続性/運用性の
確保
○ソフトウェア等の活用を踏まえた端末機能
の対応

○多様化するネットワークとの接続性の確保

安全性・信頼性の確保
○サイバー攻撃等に係る安全性・信頼性の
確保

○利用者の保護

安全性・信頼性の確保
○サイバー攻撃等に係る安全性・信頼性の
確保

○利用者の保護

さらに、端末の機能を担保し、利用者が安心して利用するための
認証制度の在り方等、制度的検討も重要

さらに、端末の機能を担保し、利用者が安心して利用するための
認証制度の在り方等、制度的検討も重要

ネットワークと端末が連携して実現するネットワーク
→ 端末側からの視点の技術的検討も重要

ネットワークと端末が連携して実現するネットワーク
→ 端末側からの視点の技術的検討も重要
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①通信品質の確保に関する課題

○ 次世代ＩＰ電話の音声品質については、エンド・トゥ・エンドで常に一定以上の品質を維持するための
機能が重要。
○ 輻輳対策として、適切なトラヒック監視・制御等により、重要通信を確保することが重要。

○ 次世代ＩＰ電話の音声品質については、エンド・トゥ・エンドで常に一定以上の品質を維持するための
機能が重要。
○ 輻輳対策として、適切なトラヒック監視・制御等により、重要通信を確保することが重要。

（１）ネットワーク－端末間での品質配分の対応

様々なネットワークや端末との相互接続下における、
エンド・トゥ・エンドの品質の確保を考慮したネット
ワーク－端末間での品質配分の在り方や品質の評価方
法・測定方法の在り方。

（２）エンド・トゥ･エンドにおける品質の確保の対応

極めて大量のトラヒック処理が想定されるネット
ワークとして、エンド・トゥ･エンドで常に一定以上
の品質を維持するための機能の在り方。

（１）重要通信の確保の対応

ネットワークと端末が連携し、トラヒック監視・制御、
分散処理等により、一定以上の品質を維持しつつ、重要
通信を確保する機能の在り方。

（２）輻輳対策の対応
ネットワークと端末が連携し、発信を調整・制御す

る輻輳対策機能の在り方。

エンド・トゥ・エンドでの品質の確保 重要通信の確保／輻輳対策

ＩＰ網ＩＰ網
ＩＰ網

音声

映像

データ

通信品質
・サービスに応じたネットワークの分離

・トラヒック監視等連携

サーバ

音声

端末の通信品質に応じて、
ネットワーク品質を制御

送信データの
優先度や帯域を調整

連携

ネットワーク側と連携して、
発信を調整

映像

データ
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②安全性・信頼性の確保に関する課題

○ IPネットワークは、多様な利用者が多種多様なデータを通信するオープンなネットワークのため、
DoS攻撃やウィルスなどの情報セキュリティの脅威が存在。

○ IPネットワークは、多様な利用者が多種多様なデータを通信するオープンなネットワークのため、
DoS攻撃やウィルスなどの情報セキュリティの脅威が存在。

（１）異常輻輳等への対応

ネットワークの障害に繋がるＤｏＳ攻撃、ウイル
ス／ワーム等への対応としてのネットワーク／端末
間での効率的な機能分担・連携の在り方。サイバー
攻撃等の異常時における端末の切離しに際しての利
用者への通知機能等の在り方。

（２）ネットワークに応じた攻撃防御への対応

ネットワークの管理レベルに応じて端末が防御レ
ベルを変更する機能の在り方。

サイバー攻撃等に係る安全性・信頼性の確保 利用者の保護

（１）発信情報の安全確保の対応
ネットワークと端末が連携した、個人情報流出防

止機能や発信元詐称の防止機能の在り方

（２）通信の秘密の確保の対応
利用するネットワークの安全性やデータ内容の機
密性に合わせて適切な暗号化方式等を選択し、ネッ
トワークと端末が連携して通信の秘密を確保する機
能の在り方

ＩＰ網ＩＰ網

○同時大量のパケットの送出（DoS攻撃）防止
○個人情報の流出防止

サーバ
（呼制御サーバ、
認証サーバ等）

○発信元詐称の防止

○端末がネットワークの安全性に合わせ暗号処理不正パケット

○ネットワークに応じた攻撃防御

連携

連携

ウィルス／ワーム

連携
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③端末とネットワークの接続性/運用性の確保に関する課題

（１）ユーザ認証・端末認証機能の活用への対応

ユーザが一つの端末で、または、個人認証カード等を活用するなどして、
多様な電気通信事業者のサービスを自由かつ容易に選択し、便利なサービ
スを享受できるようなユーザ認証・端末認証機能の在り方。

（２）電気通信番号の対応

ＦＭＣをはじめ、ＩＰ化の進展に伴う様々な新サービスに対応した電気
通信番号の在り方。

（３）多様な端末のネットワーク接続の確保

家電製品や電子タグを含む多様な端末がネットワークに接続されること
に伴う相互接続性・互換性の確保の在り方。

NNI

UNI

ネットワーク ネットワーク

端末

ネットワーク

音声端末

通話

映像配信ＶＰＮ 電子商取引

○ 多様な事業者のネットワークが相互接続性されたネットワークを利用して、エンド・トゥ・エンドで
多様なアプリケーションを実現するためには、端末がこれらの多様なネットワークを利用可能であるこ
とが重要。

○ 多様なアプリケーション実現に必要な環境整備の取り組みも重要。

○ 多様な事業者のネットワークが相互接続性されたネットワークを利用して、エンド・トゥ・エンドで
多様なアプリケーションを実現するためには、端末がこれらの多様なネットワークを利用可能であるこ
とが重要。

○ 多様なアプリケーション実現に必要な環境整備の取り組みも重要。

認証制度の在り方等、制度的在り方等認証制度の在り方等、制度的在り方等

○ ソフトウェアのダウンロード

によって、通信機能の変更が可
能となることを踏まえた、端末
の通信機能の対応の在り方。

ソフトウェア等の活用を踏まえた
端末機能の対応

多様化するネットワークとの接続性の確保

ソフトウェアダウンロード等に
よって、通信機能の変更等が
可能

電気通信事業者のサービスを
自由かつ容易に選択

様々なネットワーク構成

・・
・
・
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２００５年２００５年

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム （会長：東京大学名誉教授 齊藤忠夫）

事務局 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ） 平成17年12月16日設立 2１４社・機関が参加

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム （会長：東京大学名誉教授 齊藤忠夫）

事務局 情報通信研究機構（ＮＩＣＴ） 平成17年12月16日設立 2１４社・機関が参加

学学学 官官官

産産産

ベンダーベンダー

学識経験者学識経験者

関係団体関係団体アプリケーション
制作者

アプリケーション
制作者

相互接続試験相互接続試験 研究開発・標準化研究開発・標準化

実証実験実証実験 普及促進・情報交換普及促進・情報交換

技術基準の検討
（2005.10.31情報通信審議会諮問）

技術基準の検討技術基準の検討
（2005.10.31情報通信審議会諮問）

ネットワークのＩＰ化に対応した
技術基準の見直し

ネットワークのＩＰ化に対応したネットワークのＩＰ化に対応した
技術基準の見直し技術基準の見直し

総務省

アナログ電話網からＩＰ網へアナログ電話網からＩＰ網へ

ＩＴＵの標準化活動
への戦略的取組み

ＩＴＵの標準化活動ＩＴＵの標準化活動
へのへの戦略的取組み戦略的取組み

次世代ＩＰネットワーク推進フォーラムについて

２０１０年２０１０年

２００７年末２００７年末

今会期今会期 ２００８年２００８年

事業者事業者

研究機関研究機関

戦略的に推進戦略的に推進

ネットワークのオールＩＰ化の早期実現に
向けて、ネットワーク技術の実証・
標準化等を総合的に推進することが必要

産官学の連携のもと、事業者、ベンダー、学識経験者等が
結集し、相互接続試験・実証実験を総合的に実施するとともに、
研究開発・標準化等を戦略的に推進


